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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。)  
 
都市における自動車による混雑現象と、環境汚染物排出による環境汚染は大きな問題となっている。混

雑現象も環境汚染も外部性を持っており、市場に任せておくと最適水準以上の交通量や環境汚染が発生し
てしまう。外部性がある場合に最適水準を達成するためには外部性の発生者である自動車運行サーヴィス
の需要者各人に混雑外部性による混雑費用や、環境汚染費用を負担させる必要がある。 

近年のＩＴＳ技術の向上に伴い、高速道路では混雑費用の課金は可能になってきた。ところが、実際に
は時間帯や場所によって混雑状況が異なっており、それによって課金すべき混雑費用も環境汚染費用も異
なってくる。 

本研究では、混雑費用の推計と，混雑料金を課金した場合に，どの程度混雑が緩和されるかを定量的に
評価することを目的に、首都高速道路の実際の交通量データを用いて費用関数（速度関数）と需要関数を
推計した。また、混雑費用を課金することによって削減される道路利用と、混雑解消による通行速度上昇
による環境汚染物排出減少によってどの程度環境が改善されるかも検討した。 

本研究では、従来行われていなかった首都高速道路の実際の交通量データを用いて道路利用の費用関数
（速度関数）と需要関数を推計した。費用関数では、時間的要素を取り入れた動学的速度関数の推計に成
功し、一台の自動車の利用増加によってどの程度他の自動車の速度を落とすかが検討できるようになった。
また、需要関数では従来の一般的な研究では時間費用を所与として与えていたが、本研究では時間帯別車
種別に時間費用を計算できるような需要関数を推計した。この二つの関数を基に、時間帯別の混雑費用と、
最適な運行サーヴィス水準を達成するための混雑料金を推計し、混雑料金を課金した場合の交通量、それ
による混雑費用の削減額の試算も行った。 
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欧文概要 ＥＺ   

 
We estimated the cost function (speed function) and the demand function of Tokyo Metropolitan Expressway by 
using data Actual traffic data. Using these two functions, we estimated congestion cost on each time zone, and we 
estimated congestion charges to achieve the best congestion level. 
 
 

 


